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人
は
、
生
き
て
い
る
限
り
い
ろ
い
ろ
な

「
壁
」
に
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

「
壁
」
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
が
仕

事
で
あ
っ
た
り
個
人
的
な
悩
み
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
「
壁
」
の

高
さ
も
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
他
人

か
ら
見
れ
ば
低
い
「
壁
」
で
あ
っ
て
も
、

「
壁
」
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
人
か
ら
見
れ
ば

高
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
し
て
、
そ
れ
が
部
落
差
別
で
あ
っ
た

り
、
女
性
差
別
で
あ
っ
た
り
、
身
体
障

害
・
精
神
障
害
・
知
的
障
害
で
あ
っ
た
り
、

人
種
差
別
等
、
自
分
が
原
因
で
は
な
く
、

自
分
だ
け
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

問
題
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
「
壁
」

は
高
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
「
壁
」
を
目
の
前
に
し
た
時
、
人

の
対
応
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
「
壁
」
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い

く
人
、「
壁
」
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、「
壁
」
を
目
の
前
に
し
て

悩
ん
で
い
る
人
の
様
子
を
敏
感
に
察
知
し
、

相
手
が
何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
、
相
手
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
課
題
で
あ
り
役
割
で
す
。

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
親
が
我

が
子
を
虐
待
し
た
と
い
う
不
幸
な
ニ
ュ
ー

ス
が
目
立
ち
ま
す
。
子
ど
も
が
親
の
言
う

こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
り
親
の
思
う
と
お

り
に
な
ら
な
い
こ
と
、
親
が
子
育
て
に
つ

い
て
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
自
分
だ
け
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
等
が
、「
子
ど
も
の
虐
待
」

と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
こ
と
を
親
が
理
解
し
て
い
れ
ば
、

ま
た
、
誰
か
が
そ
の
親
の
悩
み
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
の
人

権
は
守
ら
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
何
よ

り
も
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
事
件
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
人
に
よ
っ
て
違
う
「
壁
」
に

対
す
る
問
題
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
手
の
視
点
で
そ
の
問
題
を
見

聴
き
し
な
が
ら
、
苦
し
み
や
悲
し
み
を
共

感
し
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
、
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

互
い
の
人
間
関
係
が
豊
か
に
な
り
、
ひ
い

て
は
人
権
問
題
の
解
消
に
も
役
立
つ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
竹
中
）

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
壁
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
壁
」

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
、
そ
の
「
壁
」
に
対
す
る
問
題
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
権
問
題
の
解
消
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

603部落解放

シリーズ

人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
壁
」

人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

（安全・安心な道づくり）

一般県道倉吉江北線歩道完成
４月30日（金）、田内から小田に向かう県道

倉吉江北線（天神川堤防の道路）の164.3ｍの
区間に、幅員2.5ｍの歩道が完成しました。
これまで、この区間は、歩道がなく路肩が

50cmの幅しかありませんでした。
この道は、県の高校再編により倉吉総合産業

高校の生徒などが通学で使う道で、今回の歩道
の完成で、安全・安心な道となりました。
午前11時から完成記念行事が行われ、関係者

によるテープカットや、この日遠足の明倫小学
校生徒約300人が渡り始めを行い、完成を祝い
ました。

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
　
本
年
度
か
ら
倉
吉

市
と
関
金
町
の
国
際
交
流
員
に
な
り
ま
し
た

韓
　
召
真
（
ハ
ン
ソ
ジ
ン
）
で
す
。
去
年
の

四
月
か
ら
関
金
町
役
場
で
働
き
始
め
、
交
流

員
に
な
っ
て
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
大
韓
民
国
で
二
番
目
に
大
き
い
都

市
、「
釜
山
港
へ
帰
れ
」
と
い
う
歌
で
有
名

な
釜
山
市
出
身
で
す
。
二
〇
〇
一
年
に
は
約

九
カ
月
間
鳥
取
大
学
で
短
期
留
学
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
交
流
員
採
用
試
験
の
面
接

を
受
け
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
鳥
取
県
に

行
き
た
い
と
強
く
希
望
し
、
夢
を
か
な
え
た

無
類
の
鳥
取
好
き
で
も
あ
り
ま
す
。

去
年
一
年
間
の
仕
事
を
簡
単
に
申
し
上
げ

ま
す
と
、
学
校
訪
問
・
韓
国
語
講
座
・
料
理

教
室
・
講
演
会
・
姉
妹
都
市
と
の
交
流
補
助

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
去
る
四
月
二
十
七
日
に
は
関
金
町
と

大
韓
民
国
江
原
道
華
川
郡

フ
ァ
チ
ョ
ン
グ
ン

と
の
友
好
交
流
調

印
式
で
通
訳
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
で
し
た
。

倉
吉
市
の
仕
事
は
五
月
二
十
五
日
に
開
講

さ
れ
る
「
韓
国
語
講
座
（
初
級
・
中
級
）」

を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
活
動
の
範

囲
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

月
一
回
は
倉
吉
市
報
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
思
っ
て
い
ま

す
。
韓
国
に
関
し
て
お
知
り
に
な
り
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

関
金
に
暮
ら
し
な
が
ら
感
じ
た
心
温
か
い

人
情
味
を
、
こ
れ
か
ら
は
倉
吉
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
も
感
じ
ら
れ
る
と

幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
と
っ
て
も

楽
し
み
で
す
。

チ
ャ
ル
プ
タ
カ
ム
ニ
ダ
（
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
）

国
際
交
流
員
　
韓ハ
ン

召ソ

真ジ
ン

４月16日市長より
辞令交付を受ける韓召真さん
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募
集
期
間：

五
月
十
七
日
（
月
）

〜
二
十
六
日
（
水
）

募
集
住
宅：

▲
鴨
川
町
住
宅
＝
四

階
建
の
う
ち
一
階
一
戸
／
２
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
二
万
八
百
円
〜
三

万
四
千
四
百
円
　
▲
上
余
戸
住

宅
＝
三
階
建
の
う
ち
三
階
一
戸
／

２
Ｄ
Ｋ
、
家
賃
月
額
二
万
三
千
四

百
円
〜
三
万
八
千
八
百
円
　
▲
米

田
町
住
宅
＝
二
階
建
一
戸
／
２
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
九
千
三
百
円
〜
一

万
五
千
四
百
円
　
▲
長
坂
新
町
住

宅
＝
二
階
建
一
戸
／
３
Ｄ
Ｋ
、
家

賃
月
額
一
万
五
千
五
百
円
〜
二
万

五
千
七
百
円
　
◎
鴨
川
町
住
宅
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
優
先

●
入
居
基
準
の
所
得

一
　
世
帯
の
所
得
が
、
月
額
二
十

万
円
以
下

二
　
高
齢
者
等
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
月
額
二
十
六
万
八
千
円
以
下

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

募
集
期
間：

五
月
十
七
日
（
月
）

〜
二
十
六
日
（
水
）

募
集
住
宅：

▲
鴨
川
町
住
宅
＝
三

階
建
の
う
ち
一
階
一
戸
・
二
階
二

戸
・
三
階
一
戸
／
２
Ｄ
Ｋ
、
家
賃

月
額
五
万
千
三
百
円
〜
六
万
九
千

三
百
円
　
▲
同
住
宅
三
階
建
の
う

ち
一
階
一
戸
・
三
階
一
戸
／
３
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
五
万
九
千
百
円
〜

七
万
七
千
百
円
　
◎
う
ち
二
戸
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
世
帯
対
応
型
住
宅

●
入
居
基
準
の
所
得

一
　
世
帯
の
所
得
が
、
月
額
二
十

万
円
以
上
六
十
万
千
円
以
下
（
た

だ
し
、
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
年
齢
が
五
十
歳
未
満
、
所
得
が

十
五
万
円
以
上
で
所
得
の
上
昇
が

見
込
ま
れ
、
市
長
が
認
め
る
人
）

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

市
で
は
、
在
宅
福
祉
の
充
実
及

び
高
齢
者
の
緊
急
な
事
態
に
対
応

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
他
の
目

的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
対
象
者：

市
内
在
住
の
六
十

五
歳
以
上
の
方

調
査
基
準
日：

六
月
一
日
（
火
）

調
査
員：

民
生
児
童
委
員
（
市
が

依
頼
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
７
８
５
１
）

市　役　所　022－8111
水　道　局　026－1031
スポーツセンター 022－5674
倉吉博物館　022－4409
勤労青少年ホーム 023－4896
倉吉交流プラザ 047－1184

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

を
募
集

You are invited to apply for

city rental housing.

Applications are available on 

May.17(Mon)―26(Wed)

Please apply to the 

Architecture Division,

or call for details at.

(Tel:22-8175)

社会奉仕活動へ参加されませんか
市職員の有志で公共施設の清掃奉仕活動を行います。市民の皆さんも参加されませ

んか。 とき：5月22日（土）午前7時から1時間程度（雨天中止） ところ：市役所
庁舎周辺　集合場所：市役所宿直前　活動内容：ごみ・空き缶拾い・草刈りなど
◎作業用手袋・草刈かまなど必要なものは各自で持参してください。
※問い合わせ先：総務課（022-8162）

一
人
暮
ら
し
老
人
・
寝
た
き
り
老
人

高
齢
者
世
帯
調
査
に
ご
協
力
を

業　務　名
住民基本台帳･印鑑証明･戸籍

選　　挙
生活保護
児童手当
交通災害共済
健康管理（健診・予防接種）
障害福祉
教　　育
農地基本台帳
国民年金
国民健康保険

介護保険

住宅資金貸付
保 育 料
下水道受益者負担金
各種使用料（住宅・上水道・
簡易水道・下水道・農業集落
排水施設）

各種税（住民税・軽自動車税・
固定資産税・都市計画税）

個人データの電算処理状況 市電子計算組織に関するもの
（平成16年3月31日現在）

個人データ項目 処理内容（作成・管理）
住民票・印鑑証明書・転出証明書・戸籍
に関する証明書
基本選挙人名簿、入場券
通知書、支払明細書
通知書
加入申込書、加入者証
健診・接種結果通知書
身障者手帳
入学通知、学齢簿、成人式通知
農地法関係許可書
通知書、給付記録、納付書、賦課・収納
保険証、医療費通知、レセプト照合資料、
納付書、賦課・口座・収納
保険証、受給資格証明書、通知書、納付書、
賦課・口座・収納
台帳、通知書、納付書、賦課・収納

台帳、通知書、納付書、賦課・口座・収
納

税務証明書、課税台帳、通知書、納付書、
賦課・口座・収納

氏　名
生年月日
性　別
続　柄
住　所
本　籍
印　鑑
国民年金資格
国民健康保険資格
老人医療資格
健診結果・予防接種歴
身体障害者程度等級
介護保険資格
個人所得
固定資産（土地・家屋）
軽自動車台数
口座（金融機関、口
座番号）

今回の公表は、次の条例・規則に基づくものです。
●「倉吉市電子計算組織に係る個人データの保護に関する条例」第9条…市長は、
個人データの電算処理の状況について毎年、市民に公表するものとする。
●「倉吉市電子計算組織の管理運営に関する規則」第19条…条例第9条の規定
による公表は、毎年3月末日現在の個人データ電算処理の状況を5月末日まで
に行うものとする。
※問い合わせ先：情報政策課（022－8150）

月・日 会議区分 時　間 内　　容
議案の上程、提案理由の説明
法人の経営状況の報告
法人の経営状況について質疑

市政に対する一般質問
〃
〃

付議議案に対する質疑～委員会付託

委員長報告～付議議案の討論・採決

午前10時

午前10時
〃
〃
〃

午前10時

本会議

全員協議会
休 会
〃
本会議
〃
〃
〃
委員会
休 会
休 会
委員会
休 会
本会議

６月４日（金）

５日（土）
６日（日）
７日（月）
８日（火）
９日（水）
10日（木）
11日（金）
12日（土）
13日（日）
14日（月）
15日（火）
16日（水）

倉吉市議会定例会のお知らせ
平成16年第4回倉吉市議会定例会が、6月4日（金）から16日（水）までの13日

間の会期で開会されます。本会議は、開会日と一般質問をケーブルテレビで中継・
録画放映していますが、議場での傍聴ができます。

※問い合わせ先：議会事務局（022-8145）

会議録検索システムが運用開始
市議会本会議の内容がキーワードや発言者などにより検索でき

るようになりました。お手元のパソコンからご利用いただけます。
アドレス（倉吉市のホームページからアクセスできます）
http://www.kensakusystem.jp/kurayoshi/
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お詫びと訂正 「倉吉・関金合併協議会だより（創刊号）」と合わせて配布いたしました「まちづくりアンケ
ート」の問5選択肢7「治山・治水対策公園・緑地の整備」に誤りがありました。正しくは「治山・治水対策」
です。ご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした。お詫びして訂正します。

地
域
の
歴
史
や
伝
統
・
文
化
を

反
映
し
、
美
し
い
親
し
み
の
あ
る

街
を
形
成
し
て
い
る
建
物
の
維
持

補
修
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
ま

ち
な
み
建
物
支
援
事
業
を
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
基
準：

①
築
後
五
十
年
を
経

過
し
て
い
る
も
の
　
②
外
観
が
容

易
に
確
認
で
き
る
も
の
　
③
市
民

に
親
し
ま
れ
、
歴
史
・
伝
統
・
文

化
あ
ふ
れ
る
も
の

※
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課

（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

市
で
は
、
平
成
十
六
年
度
倉
吉

市
農
業
博
覧
会
記
念
人
材
育
成
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
今
後
の
農
林
業

及
び
商
工
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
市
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
推
進
す
る

と
認
め
ら
れ
る
企
画
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

応
募
資
格：

①
本
市
に
住
所
を
有

す
る
お
お
む
ね
十
五
歳
以
上
五
十

歳
未
満
の
人
　
②
現
在
、
農
林
業

及
び
商
工
業
に
従
事
し
て
い
る

人
、
あ
る
い
は
将
来
従
事
す
る
と

見
込
ま
れ
る
人
、
ま
た
は
そ
れ
ら

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体
　
　

③
学
生
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
扶
養

者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
主
た

る
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。

選
考
方
法：

提
出
さ
れ
た
書
類
を

協
議
会
で
審
査
し
、
そ
の
結
果
を

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法：

農
林
課
（
北
庁
舎
）

で
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限：

五
月
三
十
一
日
（
月
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
林
課

（
0
２
２
―
８
１
５
７
）

第
五
十
回
記
念
倉
吉
市
美
術
展

覧
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
創

作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
ぜ

ひ
、
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格：

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
中
部
地
区
に
在
住

②
中
部
地
区
に
勤
務
在
学
す
る
人

③
中
部
地
区
の
団
体
に
所
属
し
て

い
る
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

応
募
規
定：

応
募
点
数
一
部
門
に

つ
き
一
人
二
点
以
内
（
た
だ
し
、

同
一
人
が
複
数
部
門
に
応
募
す
る

こ
と
は
可
能
）

◎
す
で
に
県
内
の
公
募
展
で
発
表

済
み
の
作
品
は
除
く
。

搬
入：

六
月
十
九
日
（
土
）
午
前

十
時
〜
午
後
五
時
、
倉
吉
博
物
館

搬
入
手
数
料：

一
点
に
つ
き
千
円

（
た
だ
し
、
高
校
生
は
無
料
）

会
期
前
期：

六
月
二
十
六
日
（
土
）

〜
七
月
五
日
（
月
）、
日
本
画
・

工
芸
・
書
道
・
彫
刻

会
期
後
期：

七
月
十
日
（
土
）
〜

十
九
日
（
月
）、
洋
画
・
版
画
・

彫
刻
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

と
こ
ろ：

倉
吉
博
物
館

※
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
博
物
館

（
0
２
２
―
４
４
０
９
）

現
在
、
防
衛
庁
は
、
二
等
陸
・

海
・
空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
官
は
二
年
（
一
部
の

技
術
系
は
三
年
）、
海
上
・
航
空

自
衛
官
は
三
年
を
一
任
期
と
し
て

勤
務
し
ま
す
。
入
隊
と
同
時
に
二

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
命
さ
れ
、

新
隊
員
教
育
隊
で
自
衛
官
の
基
礎

を
学
び
、
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
限：

六
月
八
日
（
火
）

応
募
資
格：

日
本
国
籍
を
有
し
、

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
男
性

試
験
日：

六
月
九
日
（
水
）

会
場：

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

採
用
予
定：

平
成
十
六
年
七
月
〜

八
月
予
定

※
問
い
合
わ
せ
先：

自
衛
隊
倉
吉

募
集
事
務
所
（
0
２
６
―
２
９
０

０
）
又
は
市
総
務
課
（
0
２
２
―

８
１
６
２
）

倉
吉
文
化
財
協
会
で
は
倉
吉
の

歴
史
的
な
こ
と
に
つ
い
て
見
直
す

べ
く
「
倉
吉
学
」
講
座
を
開
設
し

ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
倉
吉
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

演
題：

「
記
録
に
残
る
倉
吉
」

講
師：

日
置
粂
左
ヱ
門
さ
ん

（
倉
吉
文
化
財
協
会
副
会
長
）

と
き：

五
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
十
五
分
〜

と
こ
ろ：

成
徳
公
民
館
二
階

大
会
議
室

参
加
費：

無
料

※
問
い
合
わ
せ
先：

文
化
財
課

（
0
２
２
―
４
４
１
９
）

倉
吉
市
美
術
展
覧
会
の

作
品
を
募
集

ひとり親家族のつどい
ひとりで子育てする悩みを語り合い、支えあって、前向きに生きましょう。就労支援や福祉制度について情報交換

をしたいと思います。ぜひお出かけください。
とき：5月29日（土）午後1時30分～3時30分　ところ：倉吉未来中心内よりん彩ミーティング室（託児有）
対象者：ひとり親家庭のおやと子、サポートしていただける方　参加費：無料　主催：倉吉市連合母子会

農
業
博
覧
会
記
念
人
材
育
成
事
業

あ
な
た
の
企
画
を
募
集

「
ふ
る
さ
と
ま
ち
な
み
建
物

支
援
事
業
」
の
ご
活
用
を

二
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

価格は、10枚単位で大袋1,000円小
袋700円です。
■販売店名 ▼味想パープル店　▼ス
ーパーホームセンターいない倉吉中央
店、ハウジングランドいない倉吉西
店・羽合店　▼ホームセンターウッデ
ィ　▼コンビニエンスストアシティ
▼シンヤクドー倉吉北店・倉吉南店
▼ダイエー倉吉サンピア店　▼東宝新
町店・上井店・ロータリー店・西倉吉
店・米田店・河北店　▼福田商店秋喜
店・上福田店　▼ホテイ堂堺町本店
▼ポプラ倉吉上井店　▼ポプラ倉吉生
田店　▼ポプラ倉吉駄経寺店　▼ポプ
ラ倉吉和田店　▼マックロード河北店
▼マルイ倉吉中央店　▼丸合西倉吉
店・倉吉東店　▼めいりんショッピン
グセンター ▼ＲＩＣ海田店　
※問い合わせ先　
環境課（022-8168）

市の指定ごみ袋（家庭用）は、市の窓
口の他に次の販売店で販売しています

６月１日は、人権擁護委員法が施行された日
です。この日を「人権擁護委員の日」と定め、
皆さんとともに一層の人権尊重の啓発に努める
ことを申し合わせております。相談は無料で秘
密は守られます。お気軽にご相談ください。
●特設相談所
とき：6月1日（火）午後1時30分～午後4時
ところ：倉吉市役所３階会議室
●人権擁護委員

人権擁護委員制度をご存じですか人権擁護委員制度をご存じですか

※問い合わせ先：鳥取地方法務局倉吉支局
（022－4108）

氏　　名　 住 所 電話番号
佐々木昭夫さん 新　田 26－1746
宇山　眞さん 天神町 26－1784
高岡紀子さん 福　富 28－4403
中井明子さん 中河原 28－0821
竹中富美江さん 上古川 28－1096
太田和子さん 巌　城 22－1157
加藤洋子さん 和 田 22－3892
小谷次雄さん 東仲町 23－1997 
松井美智子さん 広瀬町 22－7155

「
倉
吉
学
」
講
座
に
ご
参
加
を




